
ＮＹＫと
香辛料のはなし

粉末や実、葉など香辛料はい
ろいろな形で日本へ運ばれて
きます。その加工度合いによっ
て梱包方法もさまざま。麻袋
やポリプロピレン袋、紙袋など
それぞれに合った梱包材を
使っています。ＮＹＫではコン
テナ船で、こうした香辛料の輸
送を行っています。

NYKプラス
vol.9 2011 Spring

［
特
集
］
モ
ノ
運
び
最
前
線
・
ト
レ
ン
ド
を
運
ぶ

航
空
貨
物
輸
送
は
世
界
情
勢
に
敏
感
反
応

高
速
輸
送
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
支
え
る



CORPORATE CITIZENSHIP ● 東日本大震災の被災地支援

東
日
本
大
震
災
の
支
援
に
取
り
組
む
日
本

郵
船
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
モ
ノ
を
運
ぶ
」
と
い
う
本

業
を
生
か
し
た
救
援
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

（
社
）日
本
経
済
団
体
連
合
会
と
日
本
郵

船
が
青
森
県
の
協
力
を
得
て
立
ち
上
げ
た

「
第
1
回
救
援
物
資
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
便
」
に
は

飲
料
水
や
食
料
品
、乳
児
用
品
な
ど
、20
フ
ィ
ー

ト
の
コ
ン
テ
ナ
換
算
で
24
本
分
（
約
1
4
6
ト

ン
）の
救
援
物
資
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

救
援
物
資
は
3
月
24
日
神
戸
港
で
船
積
み

さ
れ
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
船
「
Y
a
m
a
t
a
i（
邪
馬

台
）」（
日
之
出
郵
船（
株
）運
航
）に
て
青
森
県

八
戸
港
へ
輸
送
さ
れ
ま
し
た
。
3
月
27
日
八

戸
港
に
到
着
後
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城

県
の
各
被
災
地
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
コ
ン
テ
ナ
輸
送（
株
）の
コ
ン
テ

青森県 総務部 防災消防課
防災企画・対策グループ

主査
三上崇裕さん

地震発生から何日も経たない中、日本郵船の迅速な
対応により、３月２７日には八戸港に救援物資が到着し
ました。食料品や日用品などの供給が滞る中、Ｙamatai
が八戸港に到着したときは、大変ありがたく勇気づけら
れました。その後、救援物資は、青森県が手配したトラッ
ク３０台に積み替えて、県内のほか岩手県や宮城県へ
運ばれました。現在は落ち着きを取り戻し、被災地を
支援する側となって、県外からの一時避難者の受け入
れ支援を行っています。今後も、被災地復興のため、
できることはどんどんやっていきたいと考えています。

Partner Interview

八戸港に入港する「Yamatai」

貨物船で救援物資を輸送
モノ運びの本業生かす
東日本大震災の被災地支援

日本郵船の社会貢献活動Corporate Citizenship

救援物資をコンテナからトラックに積み替え

救援物資が被災者に配布された（青森県）

日本郵船の社会貢献活動　http://www.nyk.com/csr/social/

（写真協力：青森県）

左／クレーンでコンテナを積み込む（神戸港）
右／�コンテナの中に積まれた救援物資

ナ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
用
い
た
陸
路
で
の
救
援
物
資

輸
送
も
行
っ
て
い
ま
す
。

当
社
で
は
、
引
き
続
き
グ
ル
ー
プ
を
挙
げ
た

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、一
日
も
早
い
被
災
地

の
復
興
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

2011   Spring NYKplus  12  NYKplus 2011   Spring



Vo l.9

航空機による貨物輸送
は、船舶と比べ大量輸
送はできませんが、高
速輸送が可能です。企
業のサプライチェーン
を支える役割を担って
おり、輸送の変動は経
済動向の先行指標とも
言われています。今回
は、景気トレンドをつ
かむ助けにもなる航空
貨物輸送にスポットを
当てていきます。

航空貨物輸送は世界情勢に敏感反応
高速輸送でサプライチェーン支える

機内に積み込まれた貨物

NCAが保有する貨物機

ト
レン
ド
を

                

運
ぶ

モノ運び最前線 ● トレンドを運ぶ
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温
度
管
理
を
徹
底
し
た
「
ク
ー
ル
チ
ェ
ー
ン
」

も
普
及
し
て
き
て
い
ま
す
。
中
で
も
医
薬
品
輸

送
に
対
す
る
関
心
は
著
し
く
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
Ｎ
Ｃ
Ａ
は
高
性
能
保
冷
コ
ン
テ
ナ
を
利
用

し
た
「
Ｎ
Ｃ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ケ
ア
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。「
医
薬
品
」の
う
ち
、
航

空
輸
送
を
利
用
す
る
の
は
、粉
末
な
ど
温
度
管

理
が
求
め
ら
れ
る
一
部
の
原
材
料
、
液
体
や
一

部
錠
剤
の
製
品
、
治
験
関
連
、
検
体
関
連
の
製

品
な
ど
で
す
。
い
ず
れ
も
付
加
価
値
が
高
く
、

徹
底
し
た
温
度
管
理
と
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら

れ
、
航
空
輸
送
に
最
適
な
ア
イ
テ
ム
で
す
。
最

近
は
新
薬
開
発
に
向
け
た
治
験
関
連
の
製
品

ア
イ
テ
ム
の
輸
送
に
注
目
が
集
ま
って
い
ま
す
。

小
さ
な
電
子
部
品
か
ら
10
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
よ
う
な
長
尺
貨
物
や
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
ま
で
─
。
貨
物
機
で
運
ば
れ
る
モ
ノ
は
実

「
季
節
モ
ノ
」
と
呼
ば
れ
る
貨
物
で
は
、
春
に
は

米
国
西
岸
か
ら
ア
メ
リ
カ
ン
チ
ェ
リ
ー
。
毎
年

11
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ボ
ジ
ョ
レ
・
ヌ
ー
ボ
ー

が
到
着
し
て
空
港
が
賑
わ
い
ま
す
。一
昔
前
に

は
夏
の
土
用
の
丑
の
日
に
合
わ
せ
て
台
湾
か
ら

活
鰻
（
か
つ
ま
ん
＝
生
き
ウ
ナ
ギ
）
が
輸
入
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

イ
ベン
ト
関
連
の
貨
物
も
あ
り
ま
す
。
世
界

各
地
を
転
戦
す
る
自
動
車
レ
ー
ス
の
車
体
、
世

界
的
な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
で

利
用
す
る
舞
台
美
術
や
楽
器
類
、
美
術
・
芸

術
品
な
ど
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
被
災
地
へ
の
救
援
物
資
な
ど
も

航
空
貨
物
で
運
ば
れ
て
い
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
を
生
か
し
て“
時
間
を
買
い
”、マ
ー

ケ
ッ
ト
の
需
要
を
逃
が
さ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
サ
プ
ラ
イ
チェー
ン
に

特
徴
が
出
て
き
ま
す
。

ア
パ
レ
ル
業
界
を
席
巻
し
て
い
る
フ
ァ
ス
ト

フ
ァッ
シ
ョン
の
特
徴
は
、
企
画
、
生
産
、
物
流
、

販
売
と
い
う
一
連
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
、
市

場
の
変
化
に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。
季
節
や
需
要

に
応
じ
た
新
製
品
を
そ
の
都
度
、
企
画
、
生
産

し
、
短
期
間
に
売
り
切
る
の
で
す
。
低
価
格
の

ア
パ
レ
ル
製
品
は
、
大
量
に
生
産
し
て
運
賃
の

安
い
海
上
輸
送
を
メ
イ
ン
に
利
用
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
が
、フ
ァ
ス
ト
フ
ァッ
シ
ョン
の
ブ

ラ
ン
ド
の
中
に
は
、
在
庫
を
極
力
持
た
な
い
と

い
う
観
点
か
ら
戦
略
的
に
航
空
輸
送
を
活
用

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
般
的
に
は
馴
染
み
の
薄
い
物
流
サ
ー
ビ

ス
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
身
の
周
り
に

は
航
空
輸
送
さ
れ
た
ア
イ
テ
ム
が
多
く
あ
る
こ

と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

本
マ
グ
ロ
や
サ
ー
モ
ン
な
ど
鮮
度
が
要
求
さ

れ
る
魚
介
類
、
母
の
日
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョン
な
ど

の
花
き
類
、
自
動
車
部
品
、
機
械
部
品
、エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
パ
ー
ツ
、
半
導
体
製
造
装
置
、デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話
、

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど
。
こ
う
し
た
貨
物
を
世

界
中
に
届
け
て
い
る
の
が
、
日
本
唯
一
の
国
際

線
貨
物
専
門
航
空
会
社
の
日
本
貨
物
航
空

（
株
）

＝
Ｎ
Ｃ
Ａ
）で
す
。

日
本
の
空
の
玄
関
口
で
あ
る
成
田
空
港
を

拠
点
に
世
界
8
カ
国
15
都
市
を
結
ん
で
い
ま

す
。
Ｎ
Ｃ
Ａ
の
運
航
機
材
は
遠
距
離
輸
送
に

適
し
た
省
燃
料
型
の
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
７
４
７

－

4
0
0
Ｆ
型
8
機
で
、
貨
物
の
最
大
搭
載
重

量
は
1
1
3
ト
ン
で
世
界
最
大
級
で
す
。

航
空
貨
物
は
、
世
界
の
景
気
動
向
に
よ
っ
て

輸
送
量
が
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョッ
ク
の
影
響
が
残
る
2
0
0
9
年
１
月
。

日
本
か
ら
の
輸
出
航
空
貨
物
量
は
前
年
同
月

比
約
60
％
減
に
落
ち
込
み
ま
し
た
。
航
空
貨

物
が
景
気
動
向
に
敏
感
に
反
応
し
て
動
い
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
一
例
で
す
。

も
う
少
し
航
空
貨
物
を
見
て
い
き
ま
す
。

小

さ

な

電

子

部

品

か

ら

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

ま

で

モノ運び最前線 ● トレンドを運ぶ

一（N
ippon C

argo A
irlines C

o.,Ltd.

上・左／生鮮品（写
真はイチゴ）から車体
までさまざまなものを
運ぶ
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貨
物
の
積
み
降
ろ
し
や
保
管
な
ど
を
行
う
施

設
で
あ
る
上
屋
（
う
わ
や
）
内
で
、
貨
物
を
積

み
込
む
ス
ペ
ー
ス
の
予
約
情
報
を
基
に
貨
物
の

状
態
、
個
数
、
仕
向
け
地
（
輸
出
先
）、
搭
載

予
定
フ
ラ
イ
ト
の
確
認
を
行
い
ま
す
。そ
の
後
、

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
作
成
し
た
積
み
付
け
指
示
書

を
基
に
、
実
際
の
貨
物
の
積
み
付
け
が
行
わ
れ

ま
す
。形
状
や
重
量
を
考
慮
し
な
が
ら
、パ
レッ

に
多
岐
に
わ
た
って
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
輸

送
を
支
え
る
た
め
に
数
多
く
の
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
携
わ
って
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
輸
出
さ
れ
る
貨
物
が
ど
の
よ
う

に
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
る
か
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

営
業
ス
タ
ッ
フ
が
顧
客
か
ら
お
預
か
り
し
た

貨
物
は
、
ト
ラ
ッ
ク
で
空
港
に
到
着
し
ま
す
。

ト
と
呼
ば
れ
る
搭
載
器
具
に
、
積
み
付
け
て
い

き
ま
す
。

貨
物
に
は
、
悪
天
候
に
よ
る
水
濡
れ
な
ど
の

ダ
メ
ー
ジ
を
防
止
す
る
た
め
、
全
体
に
ビ
ニ
ー
ル

を
被
せ
ま
す
。
さ
ら
に
、
輸
送
中
に
貨
物
が
動

か
な
い
よ
う
ネ
ッ
ト
で
し
っ
か
り
と
固
定
し
て
い

き
ま
す
。

航
空
機
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
重
量
の
貨
物
が

搭
載
さ
れ
ま
す
。
運
航
中
の
航
空
機
の
バ
ラ
ン

ス
や
到
着
空
港
で
の
顧
客
へ
の
貨
物
の
迅
速
な

引
き
渡
し
を
考
慮
し
て
、
ど
の
貨
物
を
ど
の
場

所
に
配
置
す
る
か
も
決
め
ま
す
。

航
空
貨
物
業
界
に
は
航
空
会
社
だ
け
で
な

く
、
空
港
会
社
、
税
関
、
荷
主
、
物
流
業
者
な

ど
多
く
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

安
全
運
航
を
大
前
提
と
し
、
お
客
様
か
ら
お

預
か
り
し
た
貨
物
を
迅
速
か
つ
確
実
に
、
高
い

品
質
で
輸
送
す
る
こ
と
が
航
空
貨
物
輸
送
に

は
と
て
も
重
要
で
す
。

航
空
貨
物
輸
送
は
、
船
舶
に
よ
る
輸
送
に

加
え
て
、
総
合
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
日

本
郵
船
グ
ル
ー
プ
の一
翼
を
担
う
輸
送
モ
ー
ド

で
す
。

モノ運び最前線 ● トレンドを運ぶ

迅

速

な

引

き

渡

し

へ

貨

物

位

置

も

十

分

考

慮

上／ヘリコプターや航
空機のエンジンも運ぶ
左／船と同様コンテナ
もある
下／貨物を満載し成
田空港を飛び立つ

上／機体側面のサイドカーゴドア　　下／機首が上方に開口するノーズカーゴドア
貨物機のメインデッキ
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PERSON@NYK ● 飛鳥Ⅱ、女性初のチーフパーサー

日
本
郵
船
の
子
会
社
、
郵
船
ク
ル
ー
ズ
が
所

有
・
運
航
す
る
豪
華
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」。
ワ
ン
ナ

イ
ト
か
ら
1
0
0
日
間
に
わ
た
る
世
界
一
周
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
船
旅
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
飛
鳥
ク
ル
ー
ズ
が
初
代
「
飛
鳥
」
の
就

航
か
ら
20
周
年
を
迎
え
る
年
で
、
こ
れ
を
記
念

し
た
世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
や
企
画
ク
ル
ー
ズ
を
展

開
中
で
す
。

客
船
は
世
界
中
を
移
動
す
る
洋
上
ホ
テ
ル
の

よ
う
な
も
の
。
そ
の
「
飛
鳥
Ⅱ
」
で
、
乗
客
・

乗
組
員
が
安
全
に
、
快
適
に
船
内
生
活
を
送
る

た
め
の
調
整
役
と
な
る
の
が
パ
ー
サ
ー
で
す
。

業
務
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
。
ひ
と
つ
は
、

寄
港
地
や
船
内
イ
ベ
ン
ト
の
予
定
な
ど
の
各
種

案
内
や
相
談
受
付
、
チ
ェッ
ク
イ
ン
、
チ
ェッ
ク
ア

ウ
ト
、
精
算
業
務
な
ど
ホ
テ
ル
で
い
う
と
こ
ろ
の

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
出
入
国
管
理

や
乗
組
員
の
総
務
、
船
内
の
事
務
管
理
を
行

う
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
で
す
。

三
上
明
子
さ
ん
は
、こ
の
パ
ー
サ
ー
部
門
を
率

い
る
チ
ー
フ
パ
ー
サ
ー
。
2
0
0
6
年
の
秋
、
女

性
と
し
て
初
め
て
就
任
し
ま
し
た
。
仕
事
は

「
パ
ー
サ
ー
を
統
括
す
る
と
と
も
に
、
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
た
上
で
各
種
業
務
が
機
能
す
る
よ

う
に
調
整
す
る
こ
と
」。

「
飛
鳥
Ⅱ
」
に
は
8
0
0
人
も
の
乗
客
と
4 

7
0
人
の
乗
組
員
が
乗
船
し
ま
す
。
チ
ー
フ
パ
ー

サ
ー
は
、バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
を
統
括
す
る「
何

で
も
屋
」
で
あ
り
、
乗
客
と
24
時
間
接
す
る
「
飛

鳥
Ⅱ
」
の
“
顔
”
で
も
あ
り
ま
す
。

精
神
的
に
も
体
力
的
に
も
ハ
ー
ド
な
業
務
で

す
が
、
乗
客
の
た
め
、
さ
ら
に
は
乗
組
員
の
た

め
に
、
昼
夜
を
問
わ
ず
笑
顔
で
応
対
し
て
い
ま

す
。

PERSON@NYK

三上明子さん
客船「飛鳥Ⅱ」
チーフパーサー

── 飛鳥Ⅱ、女性初のチーフパーサー

接
客・バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
の
統
括
役

飛鳥Ⅱの玄関口「アスカプラザ」

豪華客船「飛鳥Ⅱ」

チーフパーサーの仕事に
ついて語る三上さん
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SAFETY & ECO ● ＮＣＡ乗員訓練センター SAFETY & ECO

日本唯一の国際線貨物専門航空会社の日本貨物航空（株）
（Nippon Cargo Airlines Co.,Ltd.＝ＮＣＡ）は日本郵船グルー

プの航空運送事業を担う会社です。ＮＣＡ乗員訓練センターは、
自社パイロットを最新鋭施設で集中的に訓練・審査す

るために設立されました。

ＮＣＡ乗員訓練センター

Ｇ
を
感
じ
、
機
首
が
ゆ
っ
く
り
揚
が

り
、
景
色
も
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

教
官
が
「
離
陸
直
後
に
エ
ン
ジ
ン

火
災
発
生
」
と
い
う
よ
う
に
設
定

す
る
と
、
実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
た
時
と
同
じ
よ
う
に
揺
れ
、
計

器
類
が
作
動
し
ま
す
。
訓
練
中
の

機
長
は
冷
静
に
状
況
を
判
断
し
、

副
操
縦
士
と
連
携
し
な
が
ら
、
す

ば
や
く
対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
厳
し
い
教
官
が
見
守
る
な

か
、
安
全
運
航
を
目
指
し
、
機
長

で
さ
え
「
背
中
や
手
に
汗
を
か
く
」

訓
練
が
今
日
も
成
田
で
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
は
毎
年
、
定
期
訓
練

（
学
科
訓
練
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
訓

練
）
と
定
期
審
査
（
路
線
審
査
と

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
審
査
）
を
受
け
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
訓
練
は
定
期
訓
練
だ

け
で
年
３
回
（
２
時
間
／
回
）。
訓

練
セ
ン
タ
ー
で
は
12
人
の
教
官
が
約

1
7
0
人
の

パ
イ
ロ
ッ
ト

に
対
し
、
年

間
5
0
0
回

程
度
の
定
期

訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｃ
Ａ
で
は
、そ
れ
ま
で
パ
イ
ロ
ッ

ト
の
訓
練
・
審
査
を
外
部
に
委
託

し
て
き
ま
し
た
が
、
自
立
化
を
目

的
と
し
、
自
社
訓
練
体
制
を
確
立

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
従
っ
て
、

効
率
的
か
つ
安
全
の
為
の
投
資
と

し
て
、
教
官
、
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
社
内
で
整
え
、
国
土
交
通
省
の

承
認
を
得
た
上
で
、
2
0
0
8
年

12
月
に
「
乗
員
訓
練
セ
ン
タ
ー
」
を

同
社
の
ハ
ブ
で
あ
る
成
田
国
際
空

港
の
程
近
く
に
開
設
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
自
社
運
航
の

最
新
鋭
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
安
全
運
航
の
た
め
今
日
も
訓
練

ボ
ー
イ
ン
グ
7
4
7
‐
4
0
0
F
型

の
自
社
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
整
備
士
の
訓

練
や
審
査
を
行
う
目
的
で
運
営
さ

れ
て
お
り
、パ
イ
ロ
ッ
ト
が
コ
ッ
ク
ピ
ッ

ト
内
で
の
操
作
手
順
を
習
得
す
る

た
め
に
用
い
ら
れ
る
フ
ラ
ッ
ト
・
パ
ネ

ル
・
ト
レ
ー
ナ
ー
、
空
中
で
の
機
体

の
操
縦
反
応
を
3
次
元（
縦
揺
れ
、

横
揺
れ
、
偏
揺
れ
）
の
動
き
で
体

験
で
き
、
Ｇ（
重
力
）
も
再
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
高
性
能
な
機
種
で

あ
る
、
フ
ル
・
フ
ラ
イ
ト
・
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー（
Ｆ
Ｆ
Ｓ
）も
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
求
め
ら
れ
る
能
力

は
、
通
常
の
操
縦
技
術
は
も
と
よ

り
、
緊
急
時
や
悪
条
件
の
中
で
も

冷
静
に
安
全
に
運
航
で
き
る
こ
と

で
す
。

Ｆ
Ｆ
Ｓ
は
危
険
な
状
況
を
陸
上

で
再
現
し
、
そ
の
対
処
方
法
を
繰

り
返
し
、
訓
練
で
き
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
成
田
空
港
か
ら
の
離

陸
を
設
定
す
る
と
、
前
方
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
は
成
田
空
港
の
滑
走
路
が

再
現
さ
れ
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
と

ＮＣＡ乗員訓練センター

自社運航機のコックピットを再現フル・フライト・シミュレーター
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■  ロシア・ソブコムフロット社長が当社訪問
　ロシア最大の国営船社ソブコムフロット（OAO Sovcomflot、以下ソブコ
ム社）のセルゲイ・オットーヴィチ・フランク（Sergey Ottovich Frank）社
長は3月29日、当社を訪問し宮原耕治会長、工藤泰三社長らと面談しま
した。面談では、将来の新規ＬＮＧプロジェクトなどについて意見交換。ＬＮ
Ｇ船それぞれ２隻を共同保有し参画しているサハリンⅡプロジェクト、インドネ
シア・タングープロジェクトでの両社間の協力関係を一層強化することを確
認しました。また、ソブコム社には当社保有のＬＲⅡ型タンカー１隻、ＭＲ型
タンカー１隻の船舶管理を委託しています。

■  新中期経営計画、新ロゴを発表
　当社グループは、2011〜13年度までを対象
にした新中期経営計画「More Than Shipping 
2013」を発表しました。同中計は「アジアの成
長を世界へ繋ぐ」をテーマに、従来の海運業+α
の戦略により更なる成長を目指し、13年度には
連結売上高２兆3000億円、経常利益1300
億円を見込んでいます。詳細は当社ウェブサイト
（http://www.nyk.com/profile/plan/）をご参
照ください。また、新中計発表に合わせて、「NYKグループ統一ロゴ（通
称ダブルウイング）」のデザインもリニューアルしました。２つの翼をベースに、
カラーを「NYKブルー」１色に統一しました。

■  「NYK Container Line（株）」に社名を変更
　当社グループのNYK Line Japan（株）（本社：東京都港区、代表取締役
社長：楢岡孝武）は、東京船舶（株）（以下「東京船舶」）から当社への事業
譲渡に合わせて、2010年11月1日付で「NYK Container Line（株）」に
社名を変更しました。東京船舶のアジア域内でのコンテナ船運航などのノウ
ハウを引き続き生かし、コンテナ船輸送サービスをより一層充実させてまいり
ます。

■  東日本大震災復興へ救援物資を無償輸送
　東日本大震災で甚大な被害が発生した東北、関東地方への復興救援
物資の無償輸送を行っています。当社運航船が寄港する海外の港から国
内の港までの輸送範囲内で、コンテナ船を使った物資輸送を提供。詳細は
当社ウェブサイト（http://www.nyk.com/）をご覧ください。地震により被
災された地域の皆さまと関係者の皆さまに心よりお見舞い申し上げますととも
に、一日も早い復興をお祈り申し上げます。

TOPICS & NEWS

● 2010 年 10 月〜 2011 年 3 月 ●

■  空気潤滑船など取り組み評価、国交大臣賞を受賞
　フジサンケイグループ主催の「第20回地球環境大賞」で当社は、「国土
交通大臣賞」を受賞しました。当社が積極的に実施してきた①空気潤滑シ
ステム搭載モジュール運搬船「Yamatai（邪馬台）」「Yamato（大和）」の
実証実験②運航管理情報統一システム“NYK e-missions’”の取組が高く
評価されたためです。地球環境大賞での当社の受賞は４度目となります。

■  日本郵船歴史博物館の入館者、30万人達成
　日本郵船歴史博物館（横浜市中区海岸通）の入
館者数が累計で30万人に達しました。30万人目の
入館者となった横浜市在住の川島秀之さんご一家に
は、清水繁館長から記念品と副賞を贈りました。日本
郵船歴史博物館は、1993年12月の開館以来、年
間約３万人が訪れています。

■  中国・広州の完成車専用ターミナル運営会社に出資
　当社は、中国の広州・南沙港で完成車専用ターミナルを運営する広州
港南沙汽車碼頭有限公司の株式12.5%を取得し、同社に関する合弁契
約を中国側株主３社と締結しました。今回の出資により当社は、大連、天
津、上海を含めた中国４大港すべてのターミナル運営会社へ資本参加を
果たしたことになります。

■  ノルウェーのシャトルタンカー会社への出資決定
　当社は、ノルウェーのクヌッツェン・オフショア・タンカーズ社（Knutsen 
Offshore Tankers ASA、以下KOT社）への資本参加を決定しました。
同社の新株を引き受けることで、同社総株式の50％を取得しました。これ
に伴い、KOT社は社名を「クヌッツェン・エヌワイケイ・オフショア・タンカ
ーズ社（Knutsen NYK Offshore Tankers AS）」に変更しました。今回
の事業参加は、ＤＰＳなどの当社の海洋事業ノウハウを活用できる領域で、
この分野への参画は日本の海運会社として初めてとなります。

■  邦船社初、中国水先案内人の乗船研修
　中国引航（水先案内人）協会に協力する当社は、「中国水先案内人
乗船研修プログラム」を開始しました。邦船社で、このような研修プログ
ラムを実施するのは初となります。同プログラムは、中国の水先案内人
に、海技や水先案内業務に関する知識や経験を積んでもらい、能力向
上につながる機会となることを目的としています。

TOPICS & NEWS ● 2010年 10月〜2011年 3月
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THAILAND

VIETNAM

MALAYSIA

CAMBODIA

LAOS MYANMAR
（BURMA）

バンコク

N Y K の あ る 街  ◆ ◆ ◆ ◆

寺院「ワット・アルン」の仏塔（手前）。右奥はチャオプラヤー川

Bangkok

バンコク
タイ王国

【 サプライチェーン 】〈さぷらいちぇーん〉	 蛔3ページ

ビジネス活動の基本である原料や材料の調達から製造・販売・物流を
経て最終ユーザーに至るまでを一つの流れと考え、このプロセスを一貫
管理すること。その結果、どこで価値が生まれ、どこにムダがあるかが
分かるので、余剰在庫を削減したりして、適正な生産・物流体制を構
築できる。サプライチェーンの業務効率を高める経営戦略をサプライ
チェーンマネージメントという。

【 ＬＲ型タンカー 】〈えるあーるがたたんかー〉	  蛔13ページ

ナフサやガソリンなど原油を精製した石油製品を輸送する最大のタン
カー。原油タンカーと区別するためプロダクト・キャリアなどとも呼ばれ
る。プロダクト・キャリアには、積高の大きいものからＬＲ、ＭＲ、ＳＲ型
がある。「ＬＲ」とはLong Range の略で、船の大きさによってＬＲⅡ型
（８万〜12万重量トン前後）とＬＲⅠ型（６万〜８万重量トン前後）に
分けられる。

【 シャトルタンカー 】〈しゃとるたんかー〉	  蛔14ページ

海底油田などで生産された原油を洋上石油生産施設から積み込み、陸
上の製油所や原油貯蔵基地にシャトル輸送するタンカー。潮流や強風
などの影響を受ける洋上で安全に荷役するため、定位置を維持するダイ
ナミック・ポジショニング・システム（ＤＰＳ）や、船首部分で荷役するバウ
ローディングシステムを装備。港湾で荷役する通常のタンカーに比べ、
運航には高い技術力が要求される。

【 ＤＰＳ 】〈でぃー・ぴー・えす〉	 蛔14ページ

自動船位保持装置（ダイナミック・ポジショニング・システム、DPS）。洋上
で作業や荷役を行う船舶に搭載され、海底に船体を固定できない大
水深海域などでも本船を一定の位置にとどめることができる。ＧＰＳ（全
地球測位システム）や音響測位システムなどで割り出した本船の位置
情報と潮流、風向などから、本船をその場にとどめるのに必要な推進
力とその方向を計算し、推進器を自動的にコントロールして位置を調整
する。

【 水先案内人 】〈みずさきあんないにん〉	  蛔14ページ

船舶が港湾に入出港する際に乗船して、船長に助言を行う専門家。
パイロット、水先人とも呼ばれる。その港、水域の状況に精通しており、
船舶の安全で効率的な入出港、航行をサポートする。これまで日本で
は主に船会社で船長として活躍した人が水先案内人となっていたが、
船長や航海士として実務経験がない人にも水先案内人になる道が開
かれた。早ければ今年、日本で20代の水先案内人が誕生する。 

海事用語 
AtoZ

東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）の中核国、タイ王国。インドシ
ナ半島のビジネスの中心地としてだけでなく、自動車などの世界各
国への輸出拠点としても注目を浴びています。2007年には、日本
との間で経済連携協定（ＥＰＡ）が発効
しました。
日タイ関係の始まりは、15世紀初頭
にさかのぼるといわれています。アユタ
ヤの町には日本人街も形成されていま
した。約600年続く両国の交流を背景
に、タイに進出する日本企業は数千社
に上ります。日本郵船は、その首都
バンコクに「NYK Logistics （Thailand）
Co.,Ltd.」などの拠点を置いています。 NYK Logistics（Thailand）

Co.,Ltd.が入るオフィスビル
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今
年
の
秋
の
ご
旅
行
な
ら
、
飛
鳥
Ⅱ

「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
北
京
・
大
連
ク
ル
ー
ズ

〜『
坂
の
上
の
雲
』ゆ
か
り
の
地
を
た
ず
ね

て
〜
」は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
司
馬
遼
太
郎

の
小
説
『
坂
の
上
の
雲
』
の
舞
台
と
な
っ

た
地
を
た
ず
ね
る
、興
味
深
い
コ
ー
ス
で
す
。

　

歌
人
・
正
岡
子
規
と
軍
人
の
秋
山
好

古
・
正
之
兄
弟
の
出
身
地
で
あ
る
愛
媛
県

松
山
に
は
、
激
動
の
時
代
を
生
き
た
主
人

公
た
ち
ゆ
か
り
の
地
が
点
在
。
長
く
日
本

の
統
治
下
に
あ
っ
た
中
国
の
大
連
で
は
、

日
露
戦
争
最
大
の
激
戦
地
、
2
0
3
高

地
の
あ
る
旅
順
へ
の
無
料
ツ
ア
ー
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
天
津
で
も
、北
京

へ
の
無
料
ツ
ア
ー
に
ご
招
待
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
悠
久
の
歴
史
を
感
じ
さ

せ
る“
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
・
チ
ャ
イ
ナ
”へ
の

旅
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

悠久の歴史にふれる旅
｢坂の上の雲｣ゆかりの地たずねる

CRUISE LOGBOOK
クルーズ情報阿波おどり・関門海峡花火クルーズ	 ●

2011年8月9日火横浜発〜16日火横浜着	 旅行代金 385,000円〜1,750,000円

鳥羽・熊野大花火クルーズ	 ●
2011年8月16日火横浜発〜19日金横浜着	 旅行代金 156,000円〜750,000円

飛鳥クルーズ就航 20 周年記念

HULA ON ASUKAⅡ	
2011年8月19日金横浜発〜21日日横浜着	 旅行代金 110,000円〜400,000円

夏休み 横浜ワンナイトクルーズ	 ●●●
2011年8月21日日横浜発〜22日月横浜着	 旅行代金 50,000円〜180,000円

飛鳥クルーズ就航 20 周年記念

夏の尾張 名古屋クルーズ　　　　　　　　　　　　　　　　　   ●●●
2011年8月22日月横浜発〜25日木横浜着　旅行代金 149,000円〜600,000円
※横浜発〜名古屋着、名古屋発〜横浜着の乗船も可能

夏の津軽・函館クルーズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ●●●
2011年8月25日木横浜発〜27日土函館着　旅行代金 103,000円〜410,000円
※横浜発〜青森着の乗船も可能

初秋の若狭・博多ワンナイトクルーズ	 ●●
2011年9月12日月敦賀発〜13日火博多着	 旅行代金 49,000円〜180,000円

初秋の瀬戸内海・駿河クルーズ	 ●●
2011年9月19日月㊗博多発〜23日金㊗横浜着	 旅行代金 198,000円〜800,000円
※博多発〜清水着または神戸着、神戸発〜横浜着または清水着、清水発〜横浜着の乗船も可能

ノスタルジック北京・大連クルーズ  〜「坂の上の雲」ゆかりの地をたずねて〜	
2011年9月23日金㊗横浜発〜10月5日水横浜着　旅行代金 550,000円〜2,350,000円
※神戸発〜横浜着の乗船も可能

飛鳥クルーズ就航 20 周年記念

A-styleクルーズ 〜秋
あきいろ

彩〜	
2011年10月7日金横浜発〜9日日横浜着	 旅行代金 110,000円〜500,000円

秋の横浜・神戸ワンナイトクルーズ	 ●
2011年10月9日日横浜着〜10日月㊗神戸着	 旅行代金 52,000円〜250,000円

飛鳥クルーズ就航 20 周年記念

アニバーサリークルーズ	
2011年10月26日水横浜発〜31日月横浜着	 旅行代金 250,000円〜1,250,000円

飛鳥クルーズ就航 20 周年記念

秋の日本一周・韓国クルーズ 〜日本の世界遺産の地を巡る 秋編〜	 ●●
2011年10月11日火神戸発〜25日火神戸着	 旅行代金 600,000円〜2,700,000円
※横浜発〜横浜着または金沢着または網走着、神戸発〜金沢着または網走着、網走発〜金沢着、
金沢発〜佐世保着または神戸着または横浜着、佐世保発〜神戸着または横浜着の乗船も可能

2012年 アジアグランドクルーズ	 ●
2012年1月28日土横浜発〜2月29日水横浜着	 旅行代金 1,220,000円〜7,900,000円
※神戸発〜神戸着の乗船も可能

2012年 世界一周クルーズ	 ●
2012年4月2日月横浜発〜7月7日土横浜着	 旅行代金 4,250,000円〜24,500,000円
※神戸発〜神戸着の乗船も可能

飛鳥Ⅱクルーズスケジュール （2011年8月〜2012年7月）

お問い合わせ 郵船クルーズ
TEL 045-640-5301  FAX 045-640-5366
http://www.asukacruise.co.jp/

「夏の尾張 名古屋クルーズ」からの連続乗船プラン特別代金の設定があります。

●スイートルーム体験キャンペーン　●ハッピーファミリークルーズ50　●フル得キャンペーン
●バルコニー体験キャンペーン　　 ●ハッピーファミリークルーズ　　 ●ダブル乗船キャンペーン
●早期申込割引

連続乗船プラン

洋上の飛鳥Ⅱ天安門

203高地（旅順）

連続乗船プラン

※●を適用の場合、株主優待割引券はご利用いただけません。ご了承ください。

※本スケジュールは2011年5月現在のものです。
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ＮＹＫと
香辛料のはなし

粉末や実、葉など香辛料はい
ろいろな形で日本へ運ばれて
きます。その加工度合いによっ
て梱包方法もさまざま。麻袋
やポリプロピレン袋、紙袋など
それぞれに合った梱包材を
使っています。ＮＹＫではコン
テナ船で、こうした香辛料の輸
送を行っています。
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